
写真 1　ΞνοΫϛϡーθΞϜ࣌୅の民۩展示室のパネル
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ΞνοΫϛϡʔθΞϜ͔Βਆಸ઒େֶৗຽݚ΁
　―「日本常民文化研究所展示室」―　

ࢠྋ　ాۼ

ʮ೔ຊৗຽจԽڀݚॴలࣔࣨʯと
のੈքʯܕըలʮۙ౻༑Ұ࿠和船໛ا

ձ৔ɿ神奈川大学横浜キϟンパε 3号館　神奈川大学展示ϗール
展示ؒظɿ2014年 3݄ 25日より

TOPICS
「展示」

日本常民文化研究所

　2014年 3݄ 25日、৽しく׬成
した横浜キϟンパε 3号館の 1階
に「神奈川大学展示ϗール」が৽
設され、「神奈川大学史展示室」
とともに「神奈川大学日本常民文
化研究所展示室」が開設された。
　この展示室は、ΞνοΫϛϡー
θΞムから࢝まり神奈川大学日本
常民文化研究所としてࡏݱにࢸる
ಈの଍੻を、おもに研究の展開׆
とਓ物紹介を中心に展示したもの
である。
　展示の大߲目は、（ 1）ौ୔ܟ
）、とΞνοΫϛϡーθΞムࡾ 2）
ΞνοΫϛϡーθΞムにूうਓ々、
（ 3）ΞνοΫϛϡーθΞムの׆
ಈ、（ 4）ΞνοΫϛϡーθΞム
から日本常民文化研究所へ、（ 5）
神奈川大学日本常民文化研究所と
しての࠶ੜ、（ 6）歴史民ଏ資料
学研究Պの૑設、（ 7）学ࡍ的ɾ
。がり、とした޿的なࡍࠃ
　常民研は、1921年ौ୔ࡾܟに
よって૑設されてҎདྷ、一؏して
ॸ民のੜ׆にࢹ点をఆめ、それを
文ݙ資料、民具やࣸਅ、ֆ画資料



写真 2　ত࿨ॳظʮԞࡾՏՖࡇΓʯのө૾΋ࢹௌՄೳ
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などさま͟まな資料から௥ٻし、それまでの೶業中心の͑ߟ方から、漁ଜや漁業、海民への஫目な
ど「海」のࢹ点からΈる日本文化のॏཁੑをૣくからࢦఠしている。
　この常設展は、本学をࢤすߍߴੜやߍࡏੜ、ଔ業ੜに加͑、དྷߍするࠃ内֎の研究ऀに対して常
民研の研究目的やҙٛを示すことをも目的としたため、展示ҕһ会では、୯なる研究所のԊֵ͚ͩ
ではなく、研究所のもつ特徴的な研究֯ࢹや研究ख๏をわかりやすくදݱするよう౒めた。
　まͣಋೖ෦にΞνοΫϛϡーθΞム当時の民具展示室内෦のࣸਅを壁面いっͺいに৳͹し、ॸ民
のੜ׆を研究するための資料としてண目した「民具」とはどのようなものなのかをΠϝージさせる
ようにした。また多࠼な研究方๏を示すྫࣄのͻとつとして଍

ㆀ㆗

半
ㆪㆉ

（૲ཤの一छ）研究をऔり্͛、
ඓॹの݁び方を分ྨɾྨ型化した図൛や、଍半の内෦構造を஌るためにレンτήンࣸਅを用いたこ
となどを図示した。さらにΞνοΫϛϡーθΞムはত和初期、まͩΧϝϥがߴՁであった時代に
16ϛϦΧϝϥを回して֤地の民ଏをಈ画でه࿥、民ଏௐࠪのπールとしてಈ画やࣸਅを用いたᅘ
໼としても஌られており、これを示すため展示パネルにಈ画࠶ੜ૷置を૊ΈࠐΈ、ত和初期にࡱӨ
されたԞࡾ河Ֆࡇりのಈ画を紹介することもࢼΈた。
　研究֯ࢹや研究ख๏の展示としたため、展示έーε内は研究成果であるץ行物などฏ面的な資料
と解説が多くなり、ม化に๡しいҹ৅になったが、実物資料を展示する企画展とซせて؍ཡするこ
とで、常民研の׆ಈにڵຯを࣋っていたͩく一ॿとなれ͹޾いである。



写真 1　展示室全景
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　企画展コーナーは「神奈川大学の教育研究成果を社会に還元することを目的とし、大学が保有す
る学術情報、資料等を公開する」ために開設されたもので、その最初の企画展として当研究所が担
当した「近藤友一郎和船模型の世界」が開催されている。近藤友一郎氏（1928年～2008年）は静岡
県焼津市の船大工 3代目にあたり、近藤和船研究所を設立して模型製作を中心とした和船研究を行っ
てきた。今回、縁あって近藤和船研究所の資料を神奈川大学が所蔵することとなった。近藤和船研
究所の資料は、氏が作成した和船模型、船舶資料、図面、船大工道具等で、今回の企画展はそのお
披露目を兼ねて開催したものである。展示資料は氏が作成した船舶模型 14点と船大工道具約 400

点である。展示内容は模型と船大工道具を通して、和船の歴史と構造および和船建造技術の特徴が
理解できるよう配慮したものとなっている。また、同じ 3号館地下 1階には横浜市歴史博物館が
1997年に開催した企画展「海からの江戸時代」の展示品として近藤氏が製作した百石積弁才船の
実物大断面模型も展示されており、企画展と合わせて見ることによって、和船への理解がより深ま
るものと期待している。
　展示は大きく 3コーナーに分かれる。最初のコーナーはパネルによる近藤友一郎氏とその業績に

和船の歴史と造船技術
　―「近藤友一郎和船模型の世界」―　

昆　政明



写真 2　近藤友一郎氏の略年譜パネル

写真 3　船大工コーナー 写真 4　模型コーナー（壁面部分）

写真 5　半割模型と洋式船構造模型 写真 6　実物大断面模型
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関する紹介である。次は船大工の道
具を中心とした船造りのコーナーで
ある。ここでは船材を得るための木
材の伐採から運搬、製材、設計、造
船に関わる実物資料によって構成さ
れている。船模型の展示は、展示室
中央に鎌倉時代の廻船と菱垣廻船の
模型を置き、壁面に小型和船を配列
した。この模型により中世と近世の
違いを見ることができる。壁面に配
置された和船模型は磯漁用の小型漁
船、沖合用の大型漁船、河川湖沼用、
小型荷船などでこれを船体構造の発
達段階に応じて配列した。また、弁
才船の半割模型と洋式船のフレーム模型を対比させて配置し、板合わせ構造の和船とキールに肋骨
を配置する洋式船の構造の違いが理解できるよう配慮した。企画展の開催に合わせて、講座やシン
ポジウム、展示解説会などを開催し、多くの方々の参加を得ている。また、展示内容についても工
夫されたパネルの効果もあって大方の好評を得ている。




